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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、I型膜貫通タンパク質であり、免疫グロブリンスーパーファミリーのCD2サブファミリーに属します。このタンパク質は、ナチュラルキラー（NK）、T、Bリンパ球に発現します。チロシンリン酸化を受け、Srcホモロジー2ドメイン含有タンパク質（SH2D1A）およびSH2ドメイン含有ホスファターゼ（SHP）と会合します。NK細胞の活性化過程において、コレセプターとして機能します。また、X連鎖性リンパ増殖性患者のNK細胞において、抑制シグナルを媒介することもできます。選択的スプライシングにより、異なるアイソフォームをコードする複数の転写バリアントが生成されます。
	研究分野
	-
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	黒線：コントロール抗原（100 ng）；紫線：抗原（10 ng）；青線：抗原（50 ng）；赤線：抗原（100 ng）
	

	CD352 マウス mAb (緑) とネガティブ コントロール (赤) を使用した HL-60 細胞のフローサイトメトリー分析。
	

	DAB 染色による CD352 マウス mAb を使用したパラフィン包埋ヒト直腸癌組織の免疫組織化学分析。
	

	DAB 染色による CD352 マウス mAb を使用したパラフィン包埋ヒト子宮内膜癌組織の免疫組織化学分析。

